
１　はじめに

　「総合的な学習の時間は，平成10（1998）

年に教育課程審議会の答申を受けて，2000（平

成12）年の段階的な導入を経て，2002（平成

14）年の学習指導要領の全面実施により導入

された教育課程の制度である．」１）

　そして2003（平成15）年に学習指導要領を

一部改正し２），2008（平成20）年の改訂３），

2017（平成29）年の改訂が行われてきた．特に，

平成29年の改訂では，2008（平成20）年改訂

の趣旨を引き継ぎながら，児童・生徒の資質

や能力の育成をより明確にしたものとなって

いる．「総合的な学習の時間」でも，資質や

能力の育成を視点において，「課題設定」や「情

報収集」「整理・分析」「まとめ・表現」の探

究過程を重視した学習を展開している．

　教職課程の中で「総合的な学習の時間」の

指導を行う際，平成10年度改訂から平成29年

度改訂までの背景や改訂内容を理解させ，ど

のような指導を工夫改善していけばよいかを

考えることが重要である．

　本稿では，教職課程における具体的な指導

の内容及びグループ別課題追究の具体的な報

告内容をまとめることで，今後の授業改善の

在り方について考えるものである．

２　総合的な学習の時間の改訂のポイント

　改訂のポイントを３点に絞りまとめてみる．
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要　　約

　「総合的な学習の時間」は，平成10（1998）年の教育課程審議会答申を受けて，平成12（2000）

年からの段階的な導入を経て，平成14（2002）年の学習指導要領の全面実施により導入された．

平成15（2003）年に学習指導要領のねらいの一層の実現の観点から学習指導要領の一部が改

正され，平成20（2008）年，そして平成29（2017）年の改訂に至っている．学習指導要領に

明記されて以降，「総合的な学習の時間」の実践については，様々な場面で議論され，実践

上の成果や課題がまとめられてきた．特に，平成29年３月の新学習指導要領では，全ての教

科・領域での学習に関して，育成を目指す「資質・能力」を目標に掲げ，学習指導の充実を図っ

ている．このような中，大学教育における教職課程の「総合的な学習の時間」の指導方法に

ついても，どのように行えば，より効果的な指導につなげることが可能となるかが課題となっ

ている．

　そこで，本稿では，「総合的な学習の時間」の指導方法の在り方について，これまで実施

した内容と活動例を示しながら，今後の授業改善に生かすものである．
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⑴　探究的な学習としての充実

　これまで総合的な学習の時間では，教

科等の枠を超えた横断的・総合的な学習を

行うことを行ってきた．今回の改訂でもこ

れに加えて「探究的な学習」となることを

明記している４）．

⑵　学校段階間の連携

　総合的な学習の時間の課題としてあげら

れたのが「学校間・学校段階間の格差」や

取組の重複である．これらを解決するため

に，総合的な学習の時間において育てたい

力の視点を例示で示した５）．

　学校段階間の学習活動としては，これま

でしめしてきた「国際理解，情報，福祉・

健康などの横断的・総合的な課題，児童の

興味・関心に基づく課題，地域や学校の特

色に応じた課題」に加え，今回中学校では，

職業や自己の将来に関する学習活動などを

例示として加えている．

　⑶　体験活動と言語活動の充実

　改訂された「総合的な学習の時間」では，

これまで同様，体験活動を行うことを重視

しながら積極的に学習活動に取り入れるこ

ととなった．自然体験活動や職場体験活

動，就業体験や奉仕体験などである．しか

し，これまで体験に終始してしまうことも

あり，今回の改訂では，田村は，「体験活

動を行うことによって一層充実した学習活

動が求められている」と記している６）．体

験活動と言語活動の充実を図ることが今改

訂でのポイントとなる．

３　実践事例①―授業計画―

　大学教育の教職課程の「総合的な学習の時

間の指導」においては，改訂の趣旨に則り，

授業計画を立て，途中，学生自身にグループ

単位で課題追究を行い，情報収集から分析，ま

とめ，発表を経験させることで教壇実践を行う

際の指導者としての意識の高揚を図っていきた

いと考え，以下のような授業計画を立てた．

⑴　授業目標及びテーマ

　教職課程における「総合的な学習の時間」

を指導していくためには，「学生にどのよ

うなテーマ」で，「どのような手順で追究

活動を行っていけばよいのか」について，

理解させる必要があると考える．その上で，

「総合的な学習の時間」で育成を目指す資

質・能力について，追究活動を直接体験さ

せることで理解させ，より意識の高い指導

を意識することができるものと考える．

⑵　授業概要

　「総合的な学習の時間」の意義や創設の

背景，教育課程での役割を明確にする．そ

して，これから「総合的な学習の時間」を

通して，どのような資質・能力を育成すべ

きなのかを理解する．また全体計画や単元

構想計画の理解を図り，自分たちで「総合

的な学習の時間」の課題設定７）を行い，同

時に指導者として指導案の作成を試みる．

　⑶　指導計画

　大学の教職課程において，「総合的な学

習の時間」に関して初めて受講する学生は，

これまで小学校，中学校，高等学校の授業

の中で，「総合的な学習の時間」について，

受講する立場として，いろいろな経験を持

ち，様々な活動を行ってきている．　　

　しかし，指導者として教壇に立ち，「総

合的な学習の時間」を指導する立場から，

指導計画の作成においては，コアカリキュ

ラム８）をもとに以下のような授業計画を

立てた．

表 1　授業計画

回 内　　　容

第１回 オリエンテーション講義の概要

と視点

第２回 「総合的な学習の時間の時間」の

創設の背景と実践の現状把握

第３回 「総合的な学習の時間」の学習

指導要領における目標と位置づけ
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回 内　　　容

第４回 「総合的な学習の時間」の各学

校において定める目標および内

容

第５回 「総合的な学習の時間」の年間

指導計画作成の意義

第６回 「総合的な学習の時間」と各教

科及び他の領域との関連性

第７回 「総合的な学習の時間」で育成

を目指す資質・能力

第８回 「総合的な学習の時間」の

単元計画作成の意義

第９回 「総合的な学習の時間」の具体

的なテーマ設定

（調査方法，調査①）

：探究的な学習の指導

第10回 「総合的な学習の時間」の学習

評価の在り方

（資料収集，分析，調査②）

第11回 「総合的な学習の時間」の指導案

作成①生徒の関心や疑問の活用

（調査方法，調査③）

第12回 「総合的な学習の時間」の指導

案作成②意図した学習を効果的

に生み出すために

（調査方法，調査④）

第13回 指導案の検討

調査報告会①

第14回 作成の振り返り

調査報告会②

第15回 期末試験・講義のまとめ等

【第１回】

オリエンテーション講義の概要と視点

　授業の進め方を説明し，「総合的な学習の

時間」の概要を理解させるようにする．

　アンケート調査を実施し，「総合的な学習

の時間」に対するこれまでの学習意識を調査

し，実態を掴む．

【第２回】

「総合的な学習の時間の時間」の創設の

背景と実践の現状把握

　平成10年度に教育課程に位置付けられた

「総合的な学習の時間」の教育課程上の課題

や教職としての意義について理解する．また，

これまでの実践例を校種別に紹介しながら，

系統的な指導の大切さについて理解させるよ

うにする．

【第３回】

「総合的な学習の時間」の学習指導要領

における目標と位置づけ

　これまで３回の改訂された「総合的な学習

の時間」の目標の変遷について説明を行い，

改訂の際，学校教育がどのような状況下に

あったのかを理解させる．そして，平成29年

３月の改訂の際に強調された，生徒に身に付

けさせるべき「資質・能力」の獲得にどのよ

うにつながっていったかを把握させる．

【第４回】

「総合的な学習の時間」の各学校におい

て定める目標および内容

　「総合的な学習の時間」の目標や内容につ

いては，各学校で実態に応じて年間指導計画

を作成していることを説明しながら，各学校

の実践においては，どのような特色があるか，

事例を交えて紹介し，理解させる．

【第５回】

「総合的な学習の時間」の年間指導計画

作成の意義

　「総合的な学習の時間」の年間学習指導計画

について，各学校で作成することの意義を理解

させ，具体的な年間学習指導計画作成の事例

について紹介し，学習指導要領との関連の中で

各学校が作成していることの理解を深める．
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【第６回】

「総合的な学習の時間」と各教科及び他

の領域との関連性

　各学校で作成されている「総合的な学習の

時間」の年間学習指導計画等について，教科・

横断的な指導として，各教科と特別活動とど

のような関係があるのかについて事例を交え

て紹介し，理解させる．

【第７回】

「総合的な学習の時間」で育成を目指す

資質・能力

　平成29年３月に改訂された新学習指導要領

の中で，「総合的な学習の時間」で育成をめ

ざす資質や能力とは何か，その背景とこれか

らの指導の方向性について理解させる．また，

目標や内容との関連について説明を行い，理

解を深める．

【第８回】

「総合的な学習の時間」の単元計画作成

の意義

　「総合的な学習の時間」の年間学習指導計

画を立てる際，単元計画の作成の意義につい

て説明を行い，計画的な課題追究活動である

ことを理解させる．

【第９回】

「総合的な学習の時間」の具体的なテー

マ設定（調査方法，調査①）：探究的な学

習の指導

　「総合的な学習の時間」において，生徒が課

題を追究していくための，テーマ設定につい

て，生徒の立場になって考えさせ，後日実施

する課題追究活動とまとめにつなげていく．

　同時にテーマに基づいて，具体的な調査方

法について考え，学内で可能な資料収集を行

い，追究活動を行う．

【第10回】

「総合的な学習の時間」の学習評価の在

り方（資料収集，分析，調査②）

　「総合的な学習の時間」の学習評価につい

て，説明を行い，他教科との違いや学習評価

と育成をめざす資質・能力との関連について

理解させる．

　その後，グループ別の追究活動を行い，資

料分析等を始める．

　

【第11回】

「総合的な学習の時間」の指導案作成

　⑴　生徒の関心や疑問の活用

（調査方法，調査③）

　設定したテーマをもとに，指導者として指

導案の作成を体験させ，指導案と生徒の設定

するテーマとの関連を理解させる．

　その際，生徒の関心や疑問の活用を指導案

にどのように反映させるかについて学べるよ

うにする．資料分析を継続して取り組む．

【第12回】

「総合的な学習の時間」の指導案作成

　⑵�　意図した学習を効果的に生み出す

ために

（調査方法，調査④）

　指導案作成において，教師の教えたいこと

を，生徒の学びにつなげるための指導案を作

成する方法について意見交換を行いながら主

体的に指導案作成に取り組めるようにする．

　課題のまとめ及び発表の準備を行う．

【第13回】

指導案作成の検討，調査報告会①

　出来上がった指導案をグループ内での検討

を行う．その際，現在行っている調査活動を

参考にしながらまとめていく．他者の考えを

聴くことでそれまでの指導案よりもより練ら
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れた指導案になっていく．

　また，これまで課題別に行ってきた追究課

題について報告会を実施する．

【第14回】

作成の振り返り，報告書まとめ②

　指導案作成の振り返りを行い，指導案作成

の成果と課題をまとめる．

　前回に引き続き，課題報告会を実施する．

【第15回】

期末試験と講義のまとめ

　授業の総括を行い，授業の理解度や調査研

究の際の具体的なまとめ方等について試験を

行う．また，授業全体の総括を行う．

　今後の履修について確認する．

４　実践事例①―調査研究―

　授業では，学生が生徒の立場に立って，グ

ループ毎に追究課題を設定し，課題を解決す

るために必要な資料収集等について話合い，

調査研究活動を行った．グループは３名～５名

で編成し，具体的な計画を立て授業中と授業外

での時間を活用した実践として行った．ここで

は，２つのグループの課題について紹介する．

＜グループA＞

テーマ

　「沖縄における情報化によるモラル低下」

１　テーマ設定理由

　グループAは，「情報」についてのテーマ

を設定し，沖縄との関連で課題追究活動を

行った．テーマ設定理由の中で沖縄は，「東

南アジアとの様々な交流を行う上で，地理的

にも重要な位置にある．また沖縄は，観光立

県として，多くの外国の人々が来県し，経済

の活性化を考えている．しかし，急速な国際

化の進展の中で沖縄の情報化の現状が追い付

いていないのではないかと考え，本テーマの

設定を行った．」と説明があった（図１）．

２　現状と考えられる未来の沖縄

　グループAでは，課題追究の視点として，

国際化と情報化における沖縄の現状と将来像

について，まとめることとした．現状としては，

観光の視点で国際化が進んでおり，公衆施設

等において，Free Wi-Fiや外国人向けの観光

掲示板の整備が進んでいることが把握できた．

　外国人の沖縄観光の将来についても現在よ

り便利な状況となっているものとして認識さ

れていることがわかる（図２，３）．

図１

図２

図３
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３　国際化・情報化の発展の現状

　今後，沖縄で国際化がこのまま進んでいっ

た際，グループの中で次のようなことが懸念

材料として挙げられた．

〇 観光客向けの施設の増加により，地元沖縄

の人々が住みにくくなるのではないか．

〇 国際化が進むことで多くの多様な人々が沖

縄に住むことから，沖縄独自の慣習がなく

なるのではないか．

〇 国際化が進むことにより，交通網や施設が

整備され，今よりも都市化するのではないか．

〇 世界の多くの国々からの移民が増えるので

はないか．

　 このように現在の状況からマイナス的な考

えが出されている反面，次のようなプラス

面での意見も出された．

〇 多種多様な人々が沖縄に入ることにより，

物事を多面的にとらえる社会となり得るの

ではないか（図４～図６）．
　これらは，観光立県であるがための懸念事

項であると思われる．

　大学内での事前学習を行った後，グループ

Aでは，那覇空港や市内の大型ショッピング

センター等において観光で来島している外国

人や地元沖縄の人々に対してインタビューを

実施することとした．

　インタビュー活動は，数年前までは，沖縄

を訪れる外国人観光客数が30万人であったの

が，平成30年度には，約300万人を超えるよ

うになっていることが大きな理由となってい

る（図７）．

　沖縄を観光として訪れ，そこでどのような

ことを感じたのかを地元の人との比較をするこ

とで，今後の外国人の沖縄観光の方向性につい

て知ることができるとの考えからであった．

　図８は，沖縄県内でのスマートフォンの

2012年～2019年までの普及状況である．図で

は，年々スマートフォンの普及が進み，人と

コミュニケーションを取らないで様々な場面

図４

図 7

図５

図 6

•

図 8
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で用事を済ませることができるような場面が

増えてきていることが把握できる．

　図９，10，11は，インタビューを行った

外国人観光客及び地元の人の結果を示してあ

る．結果として，外国人観光客も地元民も目

的地を探す際，スマートフォンや翻訳機を活

用している人が多いことが把握できた．しか

し，外国人観光客は，母国語が様々なため，

沖縄で使える端末が対応できていない場合も

あることがわかった．「改めて，観光客向け

のWi-Fi環境の整備等への対応が必要である

ことが把握できた．」との報告が行われた．

　調査研究を通して，「国際化と情報化は止

められないため，二つが進んでいく中でどう

モラルが希薄化しないかという取組みを考

え，実施していく必要がある」と報告された．

多くの外国人観光客に来県してもらい，地元

民との交流を情報機器等も活用して図ってい

くことが今後大切であることも併せて報告さ

れた（図12～14）．

図９

図 10

図 11

•

•
•

•

図 12

•

図 13

図 14

•
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　グループのまとめとして，調査研究（イン

タビュー活動）を終えて，沖縄県の国際化と

情報化が進むと「モラルの低下」にもつな

がっていることを実感したようである．今後，

「ウェルカムんちゅ」の取組みを積極的に進

めていくためには，モラルの低下にならない

ような取組みが必要であると結論づけられた

（図15）．

４　伝統文化の継承

＜グループB＞

テーマ１

　　「わったーしまやどういうところ？」

　グループBでは，伝統文化に焦点をあて，

「エイサー」と「ウチナーグチ」の２つにつ

いて追究課題とし，資料収集から資料分析，

まとめ，報告までを行った．

　グループＢのテーマ設定の動機として，「沖

縄では，エイサーはじめ琉球舞踊，陶器づく

り，島くとぅば等，伝統的に現在まで受け継

がれてきているものが多々見られる．しかし，

近年，若い世代への後継者不足が課題として

出てきている」ことをテーマとして，追究し

ていくことにした．

　そして，本課題を追究していくことで，沖

縄の伝統文化を今後も守っていくにはどうし

たらよいのかを共通理解し，グループの追究

課題として伝統文化を取り上げまとめるに

至った（図16）．

＜島くとぅば―ウチナーグチ―＞

　グループBdeha，一つ目に沖縄方言につい

て，調査研究していくこととした．沖縄方言

は，「島くとぅば」９）とも呼ばれ，島内では，

「ウチナーグチ」として親しまれている言葉

である．グループによれば，「近年，「ウチナー

グチ」が見直され，様々な場面で「ウチナー

グチ」を使う場面が増えてきている．しかし，

高齢化の進行とともに，方言を話せる人が減

り，このままでは将来，方言を「話せない，

聞けない」状況が出てくるのではないかとの

懸念が出始めている．」また「このような状

況になった背景としては，核家族化が増え，

方言に詳しい祖父母との交流が減ってきたこ

とや日常生活の中で方言を使う場面がほとん

どなく，方言を話さなくても生活に影響もな

いこと，また県外の人々との交流も増え，標

準語が主となり，方言を話す人が減っている

ことなどが要因として挙げられる．」（図17，

図18）と説明している．

 

図 15

•

図 16

図 17
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　図19は，グループのまとめた「年代別の

方言の理解度」について聞き取り調査したも

のである．

　調査結果として，「年代が高くなるにつれ

て，単語，聴き取り，会話で方言を理解でき

ている割合が高くなっている．単語としての

理解は最も高いが会話になると若い年代ほど

できない割合が高くなっている．そのため，

若い世代への方言の継承が課題となっている

ことが把握できた．」と説明しており，課題

を明確にしている．

　しかし，沖縄県で方言を使う人が少なく

なってきた要因は，話せる人の減少だけでな

く，歴史的にみると，「方言札」による言葉

を制限したことも大きな要因として挙げられ

る．図20は，明治末から第二次大戦後まで沖

縄県内の様々な学校等で使用された「方言札」

である．

　当時は，学校教育において，方言で会話す

ることを禁じており，厳しく罰せられたとの

記述も見られる10）．このような中で方言を使

う人が減少し，先の様々な事が要因となって，

ウチナ―グチを使えない，聞けない人が増え

てきたと考えられる．

　そこで，今後の対応として報告されたのが

以下の５点である．

① 　小・中の授業の中に方言を学ぶ教科

を設定する．

②　学校の校歌をウチナ―グチにしてみる．

③　学校全体で方言の童話に取り組む

④ 　大学生向けに無料の方言セミナーを

オジーやオバーを招聘して実施する．

⑤　島くとぅばかたやびら大会を開く

図 18
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図 21
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テーマ２

　�　「エイサーの現状

　―伝統エイサーに着目してー」

　次に，グループBは，伝統文化である「エ

イサー」11）に着目してその課題を掘り起こし，

継承していくための具体的な方法を考えるこ

ととした．

　まずエイサーの現状として，課題が報告さ

れた．　

　エイサーは，お盆の頃，集落の中を回りな

がら踊るため，次のような問題が起きている

とのことであった12）．

① 　道ジュネ―を午前３時までやっていて

「うるさい」との苦情がある．

② 　エイサー練習を夜遅くまで行ってしま

い，保護者より苦情が出ている．

③ 　地域の青年会が休止してしまい，旧盆が

静かに感じる．

　エイサーは，沖縄県内の各地域で様々に取

り組まれている．しかし，近年，青年会へ参

加する若者が減少し，活動できなくなってい

る団体もあるという．

　しかし，現在でも中部地区を中心としなが

ら，地域の支援を受けながら青年会が主体と

なってエイサーを継承し，活動している状況

も見受けられる．

　また沖縄県内の小・中・高校では，毎年，

運動会や体育祭等でエイサーを種目として保

護者や地域に披露する場なども設けている．

　グループからは，エイサーの魅力について，

地元民にも尋ねている．

〇 「道じゅねー」やエイサーの練習でパーラ

ンクー（エイサー太鼓）を聞くと，気持ち

がワクワクしてくる．

〇単純にかっこいい．

〇 若い人たちのエイサーを踊っている姿を見

ていると，地域のために頑張ろうと思う気

持ちが強くなる．

　グループからは，県外の人々は，エイサー

をどのように見ているのか，以下のように報

告された．

〇 エイサーは踊りが，かっこいいし，各地域

で盛んに行われていると思う．

図 22

図 23
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〇 エイサーはこれまで踊り方は一つと思って

いたが，実際は各地域の青年会が中心に

様々な踊り方があるこがわかった．

〇 エイサーを地域で踊る時には，通行止めを

して踊ることが驚きでした．

〇エイサーが念仏踊りだと初めて知った．

　エイサーは，沖縄県内だけでなく，県外で

も盛んに踊られていることもわかった．（図

27）中部の沖縄市にある園田青年会や胡屋青

年会の人たちが東京にある青年会に指導して

いることも報告された．

　エイサーは，沖縄県の伝統文化として広く

人々に浸透しており，現在では，その踊り方

も現代風に工夫されてきているものもある．

今回のまとめとして，グループBは，以下の

ようにまとめを行った．

〇 沖縄県内では，エイサーに誇りをもって

踊っている人たちが多く，伝統を絶やさな

いという気概をもっている．

〇 課題として，エイサーの太鼓や人々の掛け

声などの音を騒音と感じる人もいるため，

その対策を今後も考えていくことが大切で

ある．

〇 エイサーに興味・関心を持っている人は多

いが，実際に踊る人は多いとは言えない状

況にある．これから地域で，エイサーを踊

る人をどのように増やしていくかが重要で

あると考える．

５　成果と今後の課題

　今回は，「総合的な学習の時間」の指導の

在り方について，理論的な指導の在り方と学

生に生徒として，自ら課題を設定し，資料収

集，まとめ，報告の順で追究活動追を行った．

理論的な面では，平成29年に告示された内容

を中心に学校で育成を目指す資質・能力を中

心に「総合的な学習の時間」での具体的な指

導の在り方について講義を行い，同時に学生

に中学生になってもらい，課題の追究活動を

実施した．

　一連の授業と学生のグループ活動を通し

て，次のような成果と課題を得ることができ

た．　

＜成果＞

１　学生に課題追究活動を体験させたこと

で，課題設定から資料収集，分析，考察，

まとめ，発表といった一連の活動を子ども

の立場として実感することができた．

２　実際の体験活動を行ったことで，「総合

的な学習の時間」の教育課程における意味

づけを理解することができた．

３　指導者になった時，どこに注意しながら

指導を行えばよいかを明確にすることでき

た．

＜課題＞

１　中学校，高等学校の教育課程の中で実際

の課題追究活動を行う際の時間の確保の工

夫が必要となる．

２　学級担任として，「総合的な学習の時間」

の指導方法について，意識を更に高めてい

く必要がある．

図 26
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　最後に今回の調査研究活動を通して，「総

合的な学習の時間」が教育課程に位置付けら

れた背景や目標を基に，生徒にどのような資

質や能力を身に付けさせる必要があるのか，

また調査研究を行った経験がどのように生か

されたかについてまとめを行った際の学生の

感想を以下の通り示すこととする．

＜学生A＞

　「総合的な学習の時間」は，ある課題に対

して答えや成果を見つけることではなく，最

も適切な解決方法を自分たちで調査・研究を

行う時間であることが把握できた．またその

ためには，小学校，中学校，高等学校で教科

横断的で総合的な学びを行い，自分の資質・

能力を育成していくことが必要だと考える．

今回，実際，外に出て沖縄県の国際化・情報

化に視点を置き，一連の課題解決のために活

動を行ったことは，実社会や実生活の中から

課題を見いだし，自分たちで課題を立て，情

報収集を行い，結果を整理し，分析，考察，

まとめを行った．そこで一番感じたことは，

仲間と協力し，様々な物事に対して興味を持

つことが大事だということであった．生徒が

どんなに積極的に社会に参画しようと思って

いても，何かに対して興味・関心が無ければ，

大人たちに認めてもらいたいというスタート

ラインに立つことさえできないと思う．私自

身が今回のグループ活動に参加して，同じ課

題をもったメンバーがいたからこそ，沖縄の

国際化・情報化について興味を持てたわけで

あり，個人ワークであれば，そのようなこと

もなく，知的努力を行っても探究するほどの

物事に出会うことはなかったかと思う．沖縄

の国際化・情報化について，調査研究を行っ

ていく上で，実際に答えや正解を出すという

ことの難しさや不可能に近いものを実感する

ことができた．それと同時に課題を解決する

ことの社会的必要性と課題に取り組むことの

社会的価値についてインタビューを通して，

一番に学んだ．課題に取り組むことにより，

世の中の様々なもの・こと・ひとに働きかけ

て，反応を得ることにより「自分に自信をもつ」

ということを学ぶことができた．今回，自分自

身が中学生の目線で調査研究を行った．そこ

で感じたのは，生徒へより適切に学んでもら

うためには，教師の事前準備が大事であるとい

うことである．将来，中学校の教壇に立ち，「総

合的な学習の時間」を指導するような場面に

なったら，今回の調査研究を思い出しながら

実践してみたいと今からワクワクしている．

＜学生B＞

　生徒が自ら課題の解決に必要な知識及び技

能を身につける「探究力」，自分で課題を立て，

情報を集め，整理・分析・まとめ・表現をす

る「プランニング・情報処理力」，そして探

して，求める学習を主体的・協働的に取り組

む，そして積極的に社会に参画できる「自主

性，協力性」を身に付けることが，「総合的

な学習の時間」において生徒に身に付けさせ

たい資質・能力である．まず子どもたちが自

分の意見やアイディアなど発想を自由に産み

出し，そして不安にならないよう，教師は，

「子どもの力を信じ，子どもが主体的に学べ

る環境を整えること」が大切だと思う．例え

ば，今回私たちが実際に調査研究を始める準

備や話合いの段階でテーマを決める際に「環

境・情報・国際理解・少子高齢化・ふるさと

教育」など様々な視点からのキーワードが並

べられ，思考が広がりやすかった．その広がっ

た思考を生徒が自由に自分や相手の意見が目

で見てわかるように，メモ用紙やホワイト

ボードなど，こういう細かい生徒への配慮が

「自分や相手の意見を自由に引き出せる」主

体的に学べる環境に繋がる事を私自身が実感

し，効果を充分に得られた．教師がすべき第

一歩だと思う．（中略）「生きる力」を育成し

ていくのは学校だけでなく，地域や家庭など

縦と横の連携，協働，そして生徒自身だと思

う．そして生徒がこれらの資質・能力を身に

付け，自分を信じ，生きていくことが出来る

ように「総合的な学習の時間」で学んでほし

いと考える．
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＜学生C＞

　・・・今回私たちが行った調査活動は，イ

ンタビュー調査と電話での聞き取り調査でし

た．まず計画を立てる段階では，ここまで深

く調べることができる事など考えていません

でしたが，思い切った行動が大事なのではな

いかと思い，インタビューや聞き取り調査を

行いました．そのおかげで多くの方から答え

を頂くことができ，成果は大きいものでした．

　生徒たちには，自ら考え行動する力が少し

足りないと感じます．これは能力の面で大き

く成長できるチャンスです．仲間と協働し，

創り上げていくプロセスの中から生徒一人一

人が何を得るかは様々で，その感じ方が違う

ことも学習の成果になり，その生徒の資質も

高めることになると考えます．「総合的な学

習の時間」によって，生徒には，「自ら考え，

行動し，地域社会を通して，仲間と協働する」

資質や能力を身に付けてもらう必要があると

感じました．

＜学生D＞

　・・・（中略）実際に私たちも調査研究を行っ

て，自分たちで様々な分野の中から一つの課

題を探し，調査計画を立てて，インタビュー

や資料集めをして，報告書にまとめて発表会

という流れで取り組んできた．私たちのグ

ループは，「国際化・情報化」をテーマにして，

沖縄で起こっている国際化から見て，情報化

がどういう関連をして影響しているのかと課

題をみつけることができ，これは英語や社会

の資料とも結びつくことができるため，教科

横断的であり，実社会で起こっている課題を

多面的・多角的にとらえることができた．そ

して，グループでどういう流れで調査を行っ

ていくのかを考えて，プランニングすること

でしっかり先を見据えた計画ができ，行動に

移すことができるため，計画性を養うことも

できた．実際に「国際通り」でインタビュー

調査をして，地元の人や外国人観光客の人と

話をして，世の中とのつながり，また自分た

ちと地域など互恵的な相互作用を実感するこ

とができた．そしてこの一連の探究を通して，

「主体的・協働的な探究」をすることができ，

「最適解」も自ら考えだすことができた．「総

合的な学習の時間」では，チームで「最適解」

を構築していき，学び合う活動に参加・貢献

する資質・能力の育成が目指され，同時に「協

働」がないと成り立たない．グループでの「探

究」がそれを育み，更にテーマ発表会や中間

発表会を設定することで自分たちも相手も見

直し，主体的・創造的に取り組むことができ

ると考える．

 

＜脚注＞

１）森田真樹/篠原正典　『総合的な学習の

時間』　2018年　ミネルヴァ書房　P.1

　　この中で，「・・・この導入に大きな影

響を与えた1996（平成８）年の第15次中

央教育審議会における『21世紀を展望し

た我が国の教育の在り方について』の答

申内容をみると，導入の経緯がわかる．」

と示している．

２） 平成15年に行われた一部改正について，

田村は「平成14年の本格実施以降，総合

的な学習の時間の成果は一部で確認され

てきたものの，実施にあたっての難しさ

も指摘されてきた」と改正の必要性を述

べている．

　　田村学『リニューアル総合的な学習の時

間』北大路書房　2009年　P.16

３） 平成20年１月の中央教育審議会初等中等

分科会教育課程部会で指摘された課題と

して以下の点が記述されている（同上，

P.16～ P.17）．

　　〇 総合的な学習の時間の実施状況を見る

と，大きな成果を上げている学校があ

る一方，当初の趣旨・理念が必ずしも

十分に達成されていない状況も見られ

る．また小学校と中学校とで同様の学

習活動を行うなど，学校種間の取組の

重複が見られること．

　　〇 こうした状況を改善するため，総合的

な学習の時間のねらいを明確化すると
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ともに，子どもたちに育てたい力（身

に付けさせたい力）や学習活動の示し

方について検討する必要があること．

　　〇 総合的な学習の時間においては，補充

学習のような専ら特定の教科の知識・

技能の習得を図る教育が行われたり，

運動会の準備などと混同された実践が

行われたりしている例もみられる．そ

こで，関連する教科内容との関係，中

学校の選択教科との関係の整理，特別

活動との関係の整理を行う必要がある

こと．

４） 田村は，探究的な学習となることの明確

化について，以下のように記している．

　　「・・・基礎的・基本的な知識・技能の

定着やこれらを活用する学習活動は，教

科で行うことを前提に，体験的な学習に

配慮しつつ，教科等の枠を超えた横断的・

総合的な学習，探究的な活動となるよう

充実を図ることとしている．総合的な学

習の時間と各教科等との役割分担を明ら

かにし，総合的な学習の時間では探究的

な学習としての充実を目指している．」

（同上，P.19）

５） 田村は，例示する視点として，以下のよ

うに示している．（同上，P.20）

　　「学修方法に関する事」，「自分自身に関

すること」，「他者や社会とのかかわりに

関すること」のそれぞれの視点から，考

えられる育てたい力の例としては，次の

ようなものが考えられる．

〇 学習方法に関すること：情報を収集

し分析する力，わかりやすくまとめ

表現する力など

〇 自分自身に関すること：自らの行為

について意思決定する力，自らの生

活の在り方を考える力など

〇 他者や社会とのかかわりに関する

事：他者と協同して課題を解決する

力，課題の解決に向けて社会活動に

する態度など．

６） 田村は，「・・・例えば互いに教え合い

学び合う活動や地域の人との意見交換な

ど，他者と協同して課題を解決しようと

する学習活動を重視する．それに加えて，

言語活動により分析し，まとめ・表現す

る学習活動を重視することとした．・・・」

（同上，P.21）

７） 学生による課題設定は，「国際理解，情報，

福祉・健康などの横断的・総合的な課題，

児童の興味・関心に基づく課題，地域や

学校の特色に応じた課題，及び職業や自

己の将来に関する学習活動」の中から選

択し，グループでの課題追究活動を行っ

ていく．

８） コアカリキュラム（core curriculum）

とは，「教育課程全体のうちの，中心と

なる課程，または，中心課程を核として

組織統一された教育課程の全体．なお，

教職課程コアカリキュラムの活用につい

ては，「・・・教育課程の質保証や教員

の資質能力の向上のためには，教員を養

成する大学，教育を採用・研修する教育

委員会や学校法人，教育制度を所管する

文部科学省等の各関係者認識を共有して

取組を進める必要がある．・・・」（教育

課程コアカリキュラム　教職課程コアカ

リキュラムの在り方に関する検討会　平

成29年11月）

９） 沖縄の方言を「うちーなーぐち」（沖縄語）

と言い，「あいうえお」が「あいういう」

と発音されるのが基本．同じ言葉でも，

沖縄本島と石垣島，宮古島ではまったく

異なり，実は，本島でも，南部，那覇，

首里，中部，北部とエリアによっても違

う．（たびらい　「沖縄観光情報」引用）

10）方言札について，梶村光郎は「・・・罰

の内容も方言札を手渡されるだけで済む

場合と，札を首に掲げられる場合があ

り，それに加えて立たされたり，掃除当

番をさせられたり，修身の点を下げられ

たりするなどの罰がることが確認され

た．・・・」梶村光郎「沖縄における方
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言札の出現に関する研究」　沖縄大学地

域研究所　2019年４月

11）エイサーは，ウィキペディアによると「沖

縄県と鹿児島県奄美群島でお盆の時期に

踊られる伝統芸能」とあり，「・・・祖

先の霊を送迎するため，若者たちが歌と

囃子に合わせ，踊りながら地区の道を練

り歩く．また，かつては祝儀を集めて集

落や青年会の活動資金とする機能も重視

され，そのた金でため池を設けた例もあ

る．地域によってはヤイサー，エンサー，

七月舞，念仏廻りと呼ばれる．

12）2020年及び2021は，コロナ禍のため，地

域でのエイサーはほとんどが中止になっ

ている．しかし，コロナ禍が終息した後

に地域でのエイサーの活動がスタートで

きるよう各青年会を中心に準備が行われ

ている．
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